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会長挨拶 (田邉利幸 会長)

国際ロータリー会長 ジェニファー E. ジョーンズ（Windsor-Roselandロータリークラブ）
国際ロータリー第2770地区ガバナー 細渕 雅邦（浦和ロータリークラブ）
第5グループ ガバナー補佐 那須 敬明（上尾北ロータリークラブ）
第5グループ ガバナー補佐幹事 榎本 学（上尾北ロータリークラブ）

2022～2023
RIテーマ

●本日のゲスト● ・ヤクルトスワローズ 編成部 スカウト育成グループ 吉田大成 様
・プルデンシャル生命保険(株) 大宮支社 主任 奥谷健太 様

●結婚記念祝

渡辺博司(1日)
水野正男(2日)

尚之(23日)

●誕生記念祝
小岩井忠(7日)
河原畑光一(10日)

私の年度最後の会長挨拶です。最後は私らしく幕末といきたかったのですが、絶滅種の話をいたし
ます。実は、絶滅種に興味がありまして、少し説明させてください。さて、絶滅種で1番有名は「ドー
ド」です。モーリシャス島に生息しておりましたが、約400年位前に絶滅したと言われております。理
由は飛べない、走れない、懐っこいという鳥で、人間に簡単に捕まって食べられてしまったみたいで
す。警戒心が無さ過ぎて絶滅してしまいました。続きましては、こちらも有名な「ジャイアントモア」さ
んです。ニュージーランドに生息しており、こちらも、人間に食べられ絶滅した系です。ただ、2メート
ルという巨体のためドードのようにはいかず、ジャイアントモアのある習性を利用して捕まえられて
おりました。ジャイアントモアは歯がないため石を飲み込んで胃の中で植物をすりつぶしていたので
すが、それを見た人間が熱く焼いた石を用意してジャイアントモア飲ませたらしいです。上記2種は
人間によって滅ぼされましたが、次はパンダに負けて絶滅してしまったギガントピテクスです。全長3
メートルで中国の森に住んでおり草食系だったため、森の果物をばかすか食べておりました。図体

がでかいためそのうち森の果物が少なくなってきたため、主食を笹に変えたみたいです。笹を主食としている生き物と言
えばパンダ。しかも、パンダはものすごい量の笹を食べるといいます。おかげで笹が足りなくなり図体がでかいギガントピ
テクスの方が先に絶滅してしまいました。以上、簡単ではございますが、3種族の絶滅種をお話しさせていただきました。
絶滅するには、やはり理由がありまして、急激な環境の変化、歴史の動きが、大きく起因しております。もちろん、この仮
説は全てが正しいわけではなく、違う理由の仮説も多く存在します。ドードが、もう少し警戒心が強ければ、足が速ければ、
飛べれば、絶滅する事はなかったと思われます。いま、時代は激しく変化しており、時代にあった対応が急務となっており
ます。我々ロータリーアンも約100年という歴史があり、様々な変化に対応してきたと思います。しかしながら、昨今の会員
数の減少等を鑑みますと、新たなる進化が必要なのではとも思います。今の時代、環境にあったロータリークラブというも
のを作っていくことが重要ではないかと考えさせられました。会長職は今月で終わりますが、今後も絶滅しないようロータ
リーに精進してまいります。最後も、かっこよく、きれいにまとまりましたので、会長挨拶とさせていただきます。

幹事報告 (紅谷弘二 幹事)

小岩井忠 会員

49歳になり、50代間近
となりました。最近、寝
ていると足をつること
が多くなってきて、日吉
会員がゴルフ中に午後

①6月28日(水)は田邉年度最終の夜間例会で会場はここではな
く、隣のレストランのジョリーテーブルになります。 ②6月22日
(木)はAW会となりますので参加される方はご出席ください。 ③
寄付に関してご協力していただける方は今月中にお願いします。

皆さま、おめでとうございます

くらいになると足をつると、よく
言っていて、まさにその領域に近
づいてきたのかと実感しています。

ご紹介

小岩井忠 会員 吉田大成さんと会社の
後輩になる奥谷さんが高校時代の野球
部の先輩後輩という立場でして、色々な
体験をされていますし貴重な話を聞かせ
ていただこうと思い、本日お呼びしました。
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例会日 ： 毎週水曜日 12：30～13：30
例会場 ： 上尾東武ホテル コミュニティホール
事務局 ： 上尾市谷津2丁目1番34号 日和ビル4Ｆ
TEL ： 048(772)4104 FAX ： 048(772)3344
上尾西RCメールアドレス ： awestrc@ceres.ocn.ne.jp
ホームページ ： http://www.rotary-ageowest.jp

出席報告

出席率
免除者
出席数

出席数
対象

会員数
会員数例会

67.65%4/11人23人30人41人2596回

Smile Box

田邉利幸君 吉田大成様、奥谷健太様、本日は卓話ありが
とうございました。
紅谷旺司君 ヤクルトスワローズ編成部スカウト 吉田大成
様プルデンシャル生命保険 奥谷健太様、ようこそ。なかな
か聞けない卓話ありがとうございました。
永嶋輝一郎君 早くも夏至の季節を迎えました。記念すべ
き50年度も来週で終了となりましたね。

日吉千穂重君 結婚誕生の皆様、おめでとうございます。

吉田様、奥谷様、ようこそ。卓話ありがとう御座居ます。

石川重明君 この度、一身上の都合により退会する事にな

りました。在席中は大変お世話になり感謝でいっぱいです。

本当にありがとうございました。最後になりましたが、クラブ

の益々の発展と会員皆様のご健勝とご多幸をお祈りしてお

ります。26年間、本当にありがとうございました。

水野正男君 川田年度のロータリー世界大会が来年5月25
日からシンガポールで開催されます。参加される方は早目
にご連絡ください。
河原畑光一君 吉田大成様、卓話ありがとうございました。
大変良い話が聞けました。ありがとうございました。
福﨑菊夫君 ヤクルトスワローズスカウト 吉田大成様、貴
重な卓話ありがとうございます。楽しかったです。

尚之君 結婚祝い、有り難うございました。

川田淳也君・原雅之君・片桐勇君・齊藤一雄君・小山清君・

新井登志彰君・中山邦君・矢澤勇君・小岩井忠君・中村次

男君・齋藤幸一君・山﨑康裕君・本田幸司君・郡司貴江君

（￥74,000 累計￥882,000）

フェローシップ委員(6月度) 中村次男 本田幸司

本日の卓話 「プロ野球平成最後のドラフト指名からスカウトマンになるまで」

ヤクルトスワローズ 編成部 スカウト育成グループ 吉田大成 様
千葉県浦安市出身で高校は東京の佼成学園高校、大学は明治大学、
そして社会人は明治安田生命を経て、平成最後のドラフト指名(ドラフト8
位)として、ヤクルトスワローズで昨年まで4年間現役としてプレーさせて
いただきました。その間には日本一やリーグ優勝を経験させていただき、
現在はヤクルトスワローズでアマチュアスカウトとして活動しております。
1年目なので詳しい仕事内容などはまだ理解していないのですが、これ
から勉強していきたいと思っています。本日はよろしくお願いいたします。

●本日の献立●

ヒレカツ サラダ
もやしとザーサイの和え物

豚汁 白飯 デザート

プルデンシャル生命保険(株) 大宮支社 主任 奥谷健太 様

奥谷さん：ここからは対話型で進めさせて
いただきます。まずは佼成学園に入る
きっかけ、高校に入った経緯や印象はど
んな感じだったのでしょうか。

吉田さん：中学生の時に、六大学野球の
早慶戦を父とよく観戦しに行っていて、そ
の時にアマチュア野球でこんなに応援が

凄くて学生で一体感ができる野球を観て、僕もここでやりた
いという気持ちになりました。最初のステップとして、早稲田
実業で野球がやりたかったのですが落ちてしまい、佼成学
園が野球と勉強両方で取ってくれるということで入学を決意
しました。しかし、佼成学園ってどこだっていう感じで、当時
はあまり野球も強くなくて、私自身もう駄目なのかなと思った
のですが、明治大学に入った先輩がいて、頑張れば六大学
野球で野球ができる、1から頑張ってみようとなりました。

奥谷さん：明治大学に進学されることになったそうですが、イ
メージ的に甲子園に出るような有名選手がいっぱいいる中
で、どういうようなことを強みに持って練習したのでしょうか。

吉田さん：最終的に日本一になり、ベストナインを2回取らせ
ていただいたのですが、そんなに順風満帆ではなく、明治大
学はスポーツ推薦が15人枠あるのですが、その中でも12人
は甲子園に出ないと入れないという条件で、残り3人だけ枠
外として入学することができ、私はたまたま本当に運が良く
入ることができました。俺はNo1、俺が日本一だという感じの
男が15人集まってきていて、実際実力も凄いし、それが4学
年いて、更に内部進学生もいるので、100人の中からたった9
人しか出られない、そういう世界でこれから生きていくと思っ
た時に心が折れそうになったことも何回もありました。やはり
何か自分に強みを作らなければ、この世界で生きていけな
いと思い、守備にちょっと自信があったので、守備で何とか
生きていこう、守備で絶対の信頼を得てレギュラーを取ろうと
いう気持ちになり、そこからもう本当に守備のことだけやった
結果3年生の秋に、ちょっとチャンスをいただき、そのチャン
スを何とか掴むことができて3年生の秋から4年生の最後の
秋まで、3シーズンレギュラーとして出させていただきました。

奥谷さん：なぜ大学からプロではなく、社会人を選んだのか。

吉田さん：2年生の時に、明治安田生命さんの方からお声がけを
いただいて、僕的には東京で野球を続けられるなら嬉しいし、プ
ロ野球という道は諦めてなかったけれど、社会人野球の方で続
けようと早い決断をしました。その後、調査書という履歴書み
たいなものがあり、その調査書が来ると指名がありますよって
いう意味で、私は実際に2年目に全く打てず、プロにはなれな
いなって思っていたところ、唯一ヤクルトからだけ調査書が届
き、可能性があるっていう形でドラフトを迎えることになりまし
た。私が明治安田生命で初めてのプロ野球選手だったのです
が、本当に運が良かったです。そして現在に至ります。


